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地域特性に即した女性たちの再チャレンジ支援
トすることを原則」に積極的に活動している。この会
では会員が講師になる講習会を始めた。わずかばかり
「講師料」も支払われるという。
講師予定の一人は「自分のできることをみなさんに
伝えることで私も達成感やよろこびが得られる。生き
がいと潤いになる。今のボランティア活動は時間的に
も体力的にもとてもハード。それなのに好きなことを
しているだけと軽んじられて悔しい。もし少しでも家
に持って帰れるものがあれば、活動を家族に理解して
もらいやすくなる」と話す。
むすび
　地域の自主グループとして活動してきた中で感じた
ものと、今回の出会いの中で感じたこととをうまく結
びつけられたか不安である。
　一人ひとりが語る言葉には生活から出る重みがあ
る。一人ひとりの言葉を聴き、「よい」「悪い」や「好
き」「嫌い」に択一的に分類できない微妙な心の揺れ
を大切にしたい。現状に満足しているかの問いに「は
い」と答えたとしても、「はい」の濃度はそれぞれ違う。
心から満足している人がいれば、現状はこんなもの
だろうからと消極的な「はい」の人もいるだろう。他
の選択肢を知らないゆえの現状肯定もあるかもしれな
い。「はい」の後ろに見え隠れする本当は感じていた
社会に対するちょっとした疑問や怒りに耳を傾けて欲
しい。
　今回たくさんの人の思いや生活を聴き、個人の努力
だけでは解決できない大きな社会の流れの中に身を置
いているとあらためて感じた。
　長時間労働の夫と家庭責任を一手に背負う妻。どち
らも生活のバランスはいいとは言えない。夫婦で共に
歩むと決めたなら、お互いを大切にもっとゆっくり進
む生活があってもいい。社会のさまざまな価値観が揺
らぐ今、女性の生き方でいえば、「専業主婦」か「キャ
リアで自立」かの二者択一では立ち行かないことはも
はや明らかである。「専業主婦」の中でも世代や経歴
や家族状況で価値観はさまざまに違う。個人のなかで
も仕事に積極的に取り組みたい時期があれば、家族と
の生活を大切にしたい時期もある。両方を適度に両立
したい時期もまたある。人生のそれぞれの箇所で仕事、
家庭、地域活動にかける重みは女性も男性も一人ひと
り当然違う。このそれぞれの生活設計に適った働き方
を認め合い、方向転換の必要に気づいたときにいつで
も「やり直し」のできる支援があればいい。
　「私」の問題から出発し、グループ活動を通して話
し合い、さらにさまざまな人たちの協力と支援でいく
つもの日々の思いを集めた。今を生きる女性も男性も
一人ひとりが生活も経済活動も、地域での活動も大切
にできるようにとの思いを込めてむすびとしたい。
〈注〉
１） このインタビューは筆者の所属する自主グループ「ぷら
すⅠ」メンバーの椎野和枝（インタビューも）、岡部フミ、
津田加代、西池美智子との協働で行った。
２）「わくわくプラザ」：放課後および学校の休日に小学校の
施設を利用して展開する事業。留守家庭事業（学童）と
の統合を図り、2003年から川崎市内すべての市立小学
校で開設。小学1～6年生対象。無料。
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